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近
代
日
本
研
究

第
二
十
三
巻
（
二
〇
〇
六
）

特
集

・
大
学
史
研
究
と
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

東
京
大
学
史
史
料
室
と
中
野
実

の
活
動

に
つ
い
て

谷
 
本
 
宗
 
生

一 

『
東
京
大
学
百
年
史
』

の
経
験
知

 
 
大
学
史
づ
く
り
の
技
術
体
系

 
筆
者

(谷
本
)
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
よ
り
東
京
大
学
史
史
料
室
の
専
任
室
員
に
着
任
し
て
現
在
に
い
た
る
。
こ
の
た
び
、
福

沢
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「大
学
史
研
究
と
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
い
う
特
集
を
設
け
、
さ
ら
な
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し

て
の
充
実
を
は
か
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
国
立
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

(大
学
史
史
料
保
存

・
公
開
施
設
)
の
先
駆
け
と
さ
れ

る
、
筆
者

の
勤
務
す
る
東
京
大
学
史
史
料
室
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
な
経
緯
や
現
在

の
活
動
状
況
、
そ
れ
か
ら
今
後
の
課
題
や

み
と
お
し
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
六
巻

(
一
九
五
八
～

一
九
六
九
年
)
編
纂
後
の
塾

史
資
料
室
を
前
史
に
も

つ
貴
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
活
動
に
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
恐
縮
で
あ
る

が
、

い
ま
だ
整
備
途
上
に
あ
る
大
学
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト

(大
学
史
史
料
に
精
通
す
る
専
門
家
)
ら
の
活
動
に
体
系
的
に
焦
点
を
あ
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て
た
論
考
は
数
少
な

い
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
は
先
駆
的
な
試
み
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
な
お
、
筆
者
着
任
以
前
の
大
学
史
史
料
室
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
任
室
員
で
あ

っ
た
中
野
実

(
一
九
五

一
～
二
〇
〇
二
年
没
)

の
活
動
を
前
史
と
し
て
冷
静
に
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。
前
任
の
中
野
室
員
が
ど
の
よ
う
な
業
務
を
こ
な
し
た
の
か
判
断
し
、
そ

れ
以
降
現
在
、
従
前

の
活
動

(前
史
)
を
ど
う
発
展
的
に
と
ら
え
て
史
料
室
業
務
を
遂
行
し
、
次
代
に
向
け
て
い
か
な
る
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
有
し
て
い
る
の
か
、
現
場
か
ら
戦
略
的
に
明
示
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
も
、

開
か
れ
た
大
学

の

一
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
「
選
択
と
集
中
の
組
織
化
」
が
内
実
的
に
問
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 
大
学
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
中
野
実
と
い
う
人
物
の
足
跡
を
考
え
る
う
え
で
は
、
生
前
執
筆
さ
れ
た
中
野
実

「
『東
京
大

学
百
年
史
』
編
纂
の
過
程
」
寺
崎
昌
男

・
別
府
昭
郎

・
中
野
実
編

『大
学
史
を
つ
く
る
-
沿
革
史
編
纂
必
携
1
』

一
九
九
九
年
、

一
八
三
～

一
九
〇
頁
、
中
野
実

「実
践
編
 
実
践
案
内
-
編
纂
の
た
め
の
Q
&
A
I
」

『大
学
史
を

つ
く
る
』
三
八
七
～
四
三
二

頁
、
没
後
故
人
を
慕
う
有
志
ら

(中
野
実
研
究
会
)
で
遺
稿
を
取
り
ま
と
め
た
中
野
実

『大
学
史
編
纂
と
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
』

(野
間
教
育
研
究
所
紀
要
第
四
五
集
)
二
〇
〇
三
年
な
ど
が
、
そ
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

 
東
京
大
学
は
、

一
八
七
七
年
の
創
立
以
来
百
三
十
周
年
を
迎
え
る
。
式
典
等
の
関
係
行
事
は
も

っ
か
企
画
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

「百
三
十
年
史
」
編
纂
な
ど
の
計
画
は
な
い
。
『東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
二
巻

(
一
九
三
二
年
)、
『東
京
大
学
百
年
史
』
十
巻

(
一
九
八
四
～

一
九
八
七
年
)
と
、
従
前
全
学
的
な
大
学
史
編
纂
が
半
世
紀
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
流
れ
か
ら
み
れ
ば
、
お
そ
ら

く
は

二
十
年
後
に

『東
京
大
学
百
五
十
年
史
』
が
編
纂
さ
れ
る
可
能
性
は
高

い
。
東
京
大
学
史
史
料
室
で
も
、

い
ま
か
ら
来
る
べ

き
百
五
十
周
年

へ
向
け
て
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
大
学
関
係
史
料
の
さ
ら
な
る
収
集
と
い
っ
そ
う
の
整
理
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
野
実
も
、
生
前

「歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
、
戦
後
史
の
流
れ
の
な
か
で
東
京
大
学
の
改
革
が
ど
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1
)

よ
う

な
意
味
を
持

っ
て
い
た
の
か
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
「ど
の
大
学
史
も
す
べ
て
、
書
き
直
さ
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
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(2
)

な
ら
な
い
」
と
真
摯
に
受
け
と
め
て
い
た
。
筆
者
も
、
『金
沢
大
学
五
十
年
史
』
二
巻

(
一
九
九
九
～
二
〇
〇

一
年
)
の
編
纂
を

経
験
し
て
み
て
、
や
は
り
中
野
と
同
様
な
思
い
を
抱

い
て
い
る
。
大
学
史
像
と
は
、
新
た
な
史
料
の
発
見
や
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
研

究
知
見
の
進
展
に
よ

っ
て
、

つ
ね
に
修
正
し
続
け
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
繰
り
返
し
こ
そ

「大
学
史
」

(大
学
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
)
そ
の
も
の
を
物
語

っ
て
い
る
。

 

『東
京
大
学
百
年
史
』
編
纂
時
、
編
集
室
で
現
場
の
実
務
を
差
配
し
た
中
野
は
、
編
纂
終
了
後
次
の
よ
う
な
率
直
な
証
言
を
し

て
い
る
。

東京大学史史料室と中野実の活動について

 
=

九
八

一

(昭
和
五
十
六
)
年
春
、
三
〇
歳
の

一
歩
手
前
で
あ

っ
た
。
東
京
大
学
百
年
史
編
集
室
の
専
任
に
な

っ
た
の

は
。
端
的
に
五
里
霧
中
。
羅
針
盤
も
な
い
ま
ま
大
海
に
漕
ぎ
で
る
よ
う
な
不
安
な
気
持
ち
で
あ

っ
た
。
案
の
定
、
そ
の
年
の

夏
に
、
十
二
指
腸
潰
瘍
に
な

っ
た
…
…
そ
し
て
、

一
九
八
三
年
度
か
ら
連
年
出
版
が
開
始
さ
れ
た
。
出
版

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

(就
任
以
来
何
回
作
成
し
た
か
忘
れ
て
し
ま

っ
た
)
を
睨
み
な
が
ら
あ
わ
た
だ
し
く
編
集
作
業
を
進
め
て
い
っ
た
が
、
実
際

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3
)

の
忙
し
さ
は
予
想
以
上
で
、
最
初

の
修
羅
場
は

「通
史

一
」
の
出
張
校
正
で
あ

っ
た
。」

 
「専
任
以
前
で
は
、
せ
い
ぜ

い
自
分
の
研
究
論
文
を
ま
と
め
、
紀
要
等

の
締
め
切
り
に
ど
う
に
か
間
に
合
わ
せ
る
、
そ
う

い
う
程
度
の
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
要
す
る
に
編
纂
事
業
も
共
同
作
業
も
全
く
初
め
て
の
経
験
だ

っ
た
わ
け
で
す
。

今
、
百
年
史
編
集
室
時
代
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
と
、
い
つ
も
何
か
あ
せ
っ
て
い
た
、
追
わ
れ
て
い
た
と
い
う
感
じ
が
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4
)

り
ま
す
。
何
回
も
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
書
き
直
し
ま
し
た
。」
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編

集

室

の
専

任

室

員

に
就

任

し

た
当

初

、

「
五

里

霧

中

」

「
羅

針

盤

も

な

い
…

…
不

安

な

気

持

ち

」

と

い

っ
た

こ

と

は

、

ま

っ
た



く
そ

の
と
お
り
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
金
沢
大
学
の
五
十
年
史
編
纂
室
に
着
任
し
た
当
時
の
筆
者
も
、
同
様
の
思

い
で
あ
っ
た
か
ら
。

 
と
く
に
、
編
集
室
で
の
中
野
の
主
な
担
当
業
務
は
、
通
史
編
三
巻
の
校
訂
作
業
で
あ

っ
た
。
数
十
名
に
及
ぶ
執
筆
者
ら
の
提
出

原
稿
を
タ
イ
プ
化
し
て
、
中
野
ら
数
名

の
室
員
が
タ
イ
プ
原
稿
を
す
べ
て
確
認
し
て
校
訂
作
業
を
行
う
と
い
う
段
取
り
で
あ

っ
た
。

大
学
史
の
編
纂
は
、
史
料
調
査
、
史
料
吟
味
、
原
稿
執
筆
、
原
稿
校
訂
が
調
和
し
て
は
じ
め
て
形
と
な
る
も
の
で
、
と
く
に
校
訂

作
業

の
綿
密
な
確
認
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
る
。

1ユ6

 

 
「生
原
稿
の
提
出
は

一
九
七
九

(昭
和
五
十
四
)
年
の
春
頃
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
順
次
、
タ
イ
プ

原
稿
化
し
て
い
き
、
校
訂
作
業
が
開
始
さ
れ
た
の
が

一
九
八

一
年
夏
頃
か
ら
で
す
。
私
が
専
任
に
な
っ
て
す
ぐ
校
訂
が
始
ま

り
ま
し
た
。
約
二
年
間
費
や
し
て
約

一
二
〇
項
目
の
タ
イ
プ
原
稿
を
校
訂
し
ま
し
た
。
単
純
に
計
算
し
て

一
ヶ
月
に
五
項
目

で
す
。
…
…
当
初
は
そ
の
校
訂
も
暗
中
模
索
で
、
な
か
な
か
進
捗
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
…
校
訂
の
内
容
は
、
第

一
に
内
容

上
の
重
複
の
チ

ェ
ッ
ク
、
つ
い
で
項
目
間
に
内
容
の
理
解
、
解
釈
上
に
抵
触
が
あ
る
か
な
い
か
、
あ
る
い
は
説
明
の
過
不
足
、

論
理
の
飛
躍
、
叙
述
方
法
の
バ
ラ
ツ
キ
、
体
裁
上
の
統

一
等
で
す
。
校
訂
の
方
法
で
す
が
、
こ
れ
は
試
行
錯
誤
を
か
な
り
繰

 
 
 
 

(5
)

り
返
し
ま
し
た
。」

 

中

野

は

、

「
そ

れ

ぞ

れ

の
委

員

会

(会

合

)

の

一
回

一
回

が

、

現

在

で

は

"
思

い
出

"

に
な

ろ
う

と

し

て

い
る

。

そ

れ

ら

を

単

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6
)

な

る

"
思

い
出

"

と

し

て
終

わ

ら

せ

る

の

で
は

な

く

、

将

来

へ
の
確

固
と

し
た

蓄

積

と

な

る

こ

と

を

目

指

し
た

い
と

願

う

。
」

と

い
う

思

い
を

も

ち

、

そ

の
後

、

立
教

学

院

史

や
東

洋

大

学

史

の
編

纂

に
携

わ

り

、

「
編

纂

に

つ

い
て

こ

れ

ま

で
蓄

積

さ
れ

た
技

法



東京大学史史料室と中野実の活動について

や
方
法
を
、
広
く
見
渡
し
、
確
か
め
、
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
教
員
、
職
員
、
理
事
者
な
ど
が
大
学
史

を
つ
く
ろ
う
と
す
る
時
、
そ
の
最
初
の
段
階
で
つ
ま
ず
い
た
り
迷

っ
た
り
す
る
労
苦
を
、
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
る
こ
と
は
で
き
な

 
(7
)

い
か
。
」
と
考
え
、
寺
崎
昌
男
や
別
府
昭
郎
と
と
も
に
、
大
学
史
編
纂
の
手
引
書
、
大
学
史
編
纂
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『大

学
史
を

つ
く
る
1
沿
革
史
編
纂
必
携
1
』
(
一
九
九
九
年
)
を
刊
行
す
る
。
と
く
に
、
同
上
書
の
な
か
で
中
野
が
執
筆
担
当
し
た

「実

践
編
 
実
践
案
内
-
編
纂
の
た
め
の
Q
&
A
I
」
は
、
大
学
史
編
纂
を
こ
れ
か
ら
従
事
す
る
も
の
を
想
定
し
た

一
問

一
答
式

で
、
編
纂
の
組
織

つ
く
り
や
史
料
調
査

の
手
順
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
「資
料
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
に

ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
「資
料
の
収
集
は
ま
ず
、
な
に
を
ど
こ
か
ら
手
を

つ
け
れ
ば

い
い
の
で
す
か
。」

な
ど
が
、
代
表
的
な
質
問
例
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
現
在
の
東
京
大
学
史
史
料
室
は
、
来
る
べ
き

「百
五
十
年
史
」
編
纂
を
想
定
し
て
、
『百
年
史
』
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
点

を
ゆ

っ
く
り
な
が
ら
着
実
に
ク
リ
ア
し
て
い
こ
う
と
日
々
臨
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
史
編
纂
＝
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
活
動

で
は
な
い
が
、
よ
り
よ
い
充
実
し
た
か
た
ち
の
東
京
大
学
史
編
纂
に
向
け
て
、
現
状
の
大
学
史
史
料
室
が
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か

り

つ
と
め
る
こ
と
で
、
来
る
べ
き
際
に
設
置
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
大
学
史
編
纂
室

(編
集
室
)
の

一
助
と
な
れ
ば
幸

い
と
考
え
て
い

る
。
む
ろ
ん
、
大
学
史
史
料
室

の
業
務
は
、
大
学
史
編
纂
の
準
備
作
業
に
終
始
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
大

学
史
編
纂
を
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
。
自
ら
の
歴
史
を
自
ら
の
手
で
紡
ぎ
、
そ
れ
を
次
世
代
に
も
継
承
し
て
い
く

こ
と
。
永
続
的
に
、
恒
常
的
に
、
学
問
の
府
た
る
大
学
史
像
を
追
究
す
る
確
固
た
る
姿
勢
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
も
、
固
有
な
大
学
史
関
係
史
料
の
継
続
し
た
保
存
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
関
係
史
料
の
批
判
吟
味
は
大
学
史
像
の
探
究
に
つ

な
が

る
と
い
え
よ
う
。

 
『
百
年
史
』
編
纂
以
降
の
課
題
と
し
て
、
重
要
な
私
文
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
総
長
関
係
史
料

の
さ
ら
な
る
整
備

(東
京
大
学
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総
長
関
係
資
料
の
基
礎
的
調
査
及
び
研
究
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
平
成
期
に
入
っ
て
学
内
の
史
料
編
纂
所
か
ら
史
料
室

に
移
管
さ
れ
た
初
代
総
長
を

つ
と
め
た
渡
辺
洪
基
史
料
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
渡
辺
関
連
研
究
を
踏
ま
え
た

『渡
邊
洪
基
史
料
目

録
』

(
二
〇
〇
五
年
)
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
以
後
本
学
転
換
期
の
総
長
と
し
て
知
ら
れ
る
古
在
由
直
の
史
料

も
平
成
期
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
『古
在
由
直
史
料
目
録
』
(二
〇
〇
七
年
予
定
)
と
し
て
刊
行
予
定
で
あ
る
。
そ
の
他
、
史
料
室
で

も

っ
か
所
蔵
し
て
い
る
加
藤
弘
之
や
内
田
祥
三
な
ど
の
総
長
関
係
史
料
も
、
公
開

・
整
理
の
目
処
が
つ
い
た
も
の
か
ら
順
次
目
録

を
刊
行
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
た
だ
し
、
図
書
館
や
博
物
館
、
研
究
室
な
ど
で
す
で
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
総
長
関
係
史
料
に
つ

い
て
は
、
そ
の
所
在
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
い
る
。

 
公
文
書

(法
人
文
書
)
に
つ
い
て
も
、
と
く
に
作
成
か
ら
三
十
年
以
上
経
過
し
た

「大
学
紛
争
」
以
降
の
学
内
文
書
の
収
集

・

整
理
な
ど
は
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
東
京
大
学
で
は
、
規
定
さ
れ
た
保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書

(非
現
用
)
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
当
該
部
署
の
判
断
で
廃
棄
ま
た
は
保
存
延
長
が
で
き
る
が
、
そ
の
他

「指
定
施
設
の
長
と
協
議
の
う
え
、
移
管
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
(東
京
大
学
行
政
文
書
管
理
規
則
第
三
三
条
)
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う

「指
定
施
設
」
と
は
、
総
務
省
が
定

め
る
歴
史
的

・
文
化
的

・
学
術
研
究
用
資
料
を
保
管
す
る
大
学
附
属
図
書
館
や
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
大
学
史
史
料
室
な
ど
が

該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
東
京
大
学
と
し
て
の
明
確
な
判
断
は
保
留
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
も

っ
か
の
史
料

室
で
は
、
大
学
本
部

(総
務
)
が
管
轄
し
た
歴
史
的
な
公
文
書
に
重
点
を
お
い
て
、
そ
れ
ら
史
料
の
収
集

・
整
理
に
あ
た
る
方
針

で
あ

る
。
そ
の
作
業
経
過
の

一
端
は
、
『東
京
大
学
史
紀
要
』
第
二
四
号

(二
〇
〇
六
年
)
に
掲
載
し
た
、
「史
料
室
作
業
報
告
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8
)

大
学

の
自
己
点
検
評
価
の
歴
史
的
調
査
及
び
研
究
ー
」
で
あ
る
。
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二
 

ヒ

ス
ト

リ

ア

ン
と

ア

ー
キ

ヴ

ィ

ス
ト

の
志

向

 

 
大
学
史
史
料

へ
の
こ
だ
わ
り

東京 大学史史料室 と中野実の活動について

 
東
京
大
学
史
史
料
室
で
活
動
す
る
筆
者
は
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
勤
務
す
る
も
の
は
少
な
か
ら
ず
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン

(歴
史
家
)

と

ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト

(史
料
の
専
門
家
)
双
方

の
志
向
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
該
各
人
相
応
に
ヒ
ス
ト

リ
ア
ン
と
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
の
志
向
の
程
度
差
、
比
重
の
違
い
は
あ
る
だ
ろ
う
。

 
前
任
室
員
で
あ

っ
た
中
野
の
場
合
、
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
編

『東
京
大
学
史
紀
要
』
第
七
号

(
一
九
八
九

年
)

に
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
を

つ
と
め
た

「長
与
又
郎

(総
長
)
日
記
」
な
ど
を
掲
載
し
、
そ
れ
以
降

「平
賀
譲

(総
長
)
日

記
」
、
「加
藤
弘
之

(総
長
)
日
記
」
を
順
次

『大
学
史
紀
要
』
の
な
か
で
復
刻
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
寺
崎
昌
男
や
伊
藤
隆

ら
と
と
も
に
東
京
大
学
史
史
料
研
究
会
を
組
織
し
て
、
近
代
日
本
の
高
等
教
育
形
成
過
程
を
明
示
す
る
東
京
開
成
学
校
、
東
京
医

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(9
)

学
校
、
東
京
大
学
法
理
文
学
部
、
東
京
大
学
医
学
部
、
帝
国
大
学
の
各
年
報

(明
治
六
～
二
十
三
年
)
を
復
刻
し
た
。
そ
の
影
響

も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
「帝
国
大
学
体
制
」
の
成
立
史
研
究
を
自
身
の
ラ
イ
フ

・
テ
ー
マ
に
中
野
は
掲
げ
る
。
あ
ら
ゆ
る
公

文
書

や
私
文
書
を
駆
使
し
て
、
従
前
い
ま
だ
実
証
さ
れ
て
い
な
い

「帝
国
大
学
体
制
」
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

壮
大
な
問
題
意
識
で
あ

っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
構
想

の
学
術
的
な
証
明
は
未
完
の
ま
ま
と
な
っ
た
が
、
没
後
中
野
実
研
究
会

が
関
係
論
文
を
編
集
校
訂
し
て
、
「帝
国
大
学
の
成
立
-
帝
国
大
学
体
制
成
立
史
研
究
序
説
1
」
『近
代
日
本
大
学
制
度
の
成
立
』

(二

〇
〇
三
年
)
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
同
上
書
を
読
む
限
り
、
中
野
は
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と
し
て
の
志
向
が
か
な
り
強
い
人
物

で
あ

っ
た
と
評
価
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
晩
年
に
刊
行
さ
れ
る

『東
京
大
学
物
語
 
ま
だ
君
が
若
か

っ
た
こ
ろ
』

(
一
九
九
九
年
)
を
読
ん
で
み
る
と
、
東
京
大
学
史
史
料
を
も
と
に
し
て
、
従
前
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
や
象
徴
的
な
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出
来
事
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
中
野
は
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
学
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
の
お
手
本

(モ
デ
ル
)
と
い
え
る
の

で
は
な

い
か
。
な
か
で
も
、
「恩
賜
の
銀
時
計
」
制
度
11
優
等
生
制
度

(明
治
三
十

二
～
大
正
七
年
)
の
紹
介
は
、
近
代
天
皇
制

と
大
学

・
学
問
と
の
関
係
性
を
と
ら
え
る
う
え
で
、
と
て
も
興
味
深

い
指
摘
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
で
は
、
計

三
二
三
個
の
銀
時
計
が
優
等
卒
業
生
に
下
賜
さ
れ
て
い
る
が
、
分
科
大
学

(学
部
)
ご
と
に
大
き
な
授
与
数
の
ひ
ら
き
が
あ
る
こ

と
、
実
際
に
授
与
さ
れ
た

「優
等
生
氏
名
」
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
幸

い
な
こ
と
に
、
三
二
三
個
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
「恩
賜
の

銀
時
計
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

(大
学
史
史
料
)
が

一
九
九
六
年
史
料
室
に
寄
贈
さ
れ
た
。
軍
関
係
の
学
校
で
あ
れ
ば
、
軍
刀
が
下
賜

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
東
京
帝
国
大
学
な
ど
の
教
育
機
関

(学
校
)
に
対
し
て
は
銀
時
計
で
あ

っ
た
。
優
等
卒
業
生
に
対

し
て
銀
時
計
を
下
賜
す
る
な
ど
、
天
皇

・
皇
族
が
学
問
の
府
で
あ
る
東
京
帝
国
大
学
に
臨
幸
し
た
。
こ
の
よ
う
な
慣
行
か
ら
波
及

し
て
、
東
京
帝
国
大
学

の
正
門
、
安
田
講
堂

(便
殿
)、
正
門
か
ら
安
田
講
堂
ま
で
の
銀
杏
並
木
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
く
、
歴

史
的
な
背
景

(物
語
り
の
存
在
)
が
垣
間
み
え
る
。
中
野
は
、
終
生
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
双
方
の
志
向
を
、
な
ん

と
か
堅
持
し
よ
う
と
格
闘
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

 

一
般
的
に
、
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
の
関
係
性
は
、
論
理
上
機
能
分
離
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
か
た

に
基
づ
く
と
、
文
書
館

・
史
料
館
な
ど
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
勤
務
す
る
も
の
は
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
所
蔵

・
公

開
す
る
史
料
を
活
用
す
る
も
の
が
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と
い
う
。
記
録
史
料
学
に
精
通
す
る
も
の
が
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
、
歴
史
学
研
究

を
専
攻
す
る
も
の
が
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
か
た
は
、
と
き
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
も
の
と
し
て

現
実

に
は
矛
盾
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と

ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
が

つ
ね
に
別
人
格
と
い
う
前
提

(基
本
的
に
同

一
人
格
は
想
定
さ
れ
な
い
の
か
)、
ま
た
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
が

つ
ね
に
史
料
を
整
理
し
、
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
が
そ
の
史

料
を
享
受

・
利
用
す
る
と

い
う
流
れ

(ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
が
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
ヒ
ス
ト
リ
ア
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ン
が
史
料
の
収
集

・
整
理
を
行
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
)
に
つ
い
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

 
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
活
動
す
る
筆
者
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
の
志
向
は
、
史
料

へ
の
接
し

か
た

・
こ
だ
わ
り
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
筆
者
自
身
、
い
ま
だ
試
行
錯
誤
で
あ
る
。
近
年
の
筆
者
の
試
み
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
谷
本
宗
生

「『渡
邊
洪
基
史
料
目
録
』
の
刊
行
に
際
し
て
」
『東
京
大
学
史
史
料
室

ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
五
号
、

二
〇
〇
五
年
、
五
～
六
頁
、
細
谷
恵
子

・
谷
本
宗
生

「本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
史
の
探
訪

"
育
徳
園
丘
上
の
碑
と
赤
門
鬼
瓦
の

「学
」

に
関

し
て
」
『東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
六
年
、
五
～
六
頁
、
谷
本
宗
生

「東
京
大
学
史
像
の
検
証

を
続
け
て
1
学
内

の
銅
像
等
金
属
回
収
に
つ
い
て
ー
」
『東
京
大
学
史
史
料
室

ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
六
年
、
四
～
七

頁
。

『渡
邊
洪
基
史
料
目
録
』
は
、
史
料
室
に
移
管
さ
れ
た
渡
辺
洪
基
史
料
を
整
理

・
目
録
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
渡
辺
に
関
す

る
主
な
先
行
研
究
リ
ス
ト
も
掲
げ
、
「福
井
県
人
士

二
告
ク
」
「大
学
ノ
独
立
」
な
ど
の
主
な
史
料
を
画
像
デ
ー
タ

(
一
部
)
と
し

て
明
示
し
て
い
る
。
「学
内
の
銅
像
等
金
属
回
収
に
つ
い
て
」
で
は
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
史
実
を
踏
ま
え
て
、

新
た
な
東
京
大
学
史
像
を
提
起
し
た
。
戦
時
下
、
政
府
よ
り
銅
像
等
の
金
属
回
収
が
催
促
さ
れ
た
折
り
、
大
学
と
し
て
は
数
あ
る

銅
像

の
う
ち
で
、
浜
尾
新
像
な
ど
四
台
だ
け
は

「歴
史
上
意
義
ア
ル
紀
念
物
」
と
し
て
存
置
を
要
望
し
た
。
し
か
し
、
政
府
か
ら

は
例
外
は
認
め
な

い
と
回
答
さ
れ
、
総
長
は
銅
像
関
係
者
ら
に
対
し
て
、
や
む
を
得
ざ
る
事
態
と
銅
像
の
供
出
を
了
解
願

い
た
い

と
書
簡
し
た
と
さ
れ
る
。

 
と
く
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
場
で
筆
者
が
日
々
活
動
を
し
て
い
て
、
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
双
方
の
志
向
が
必
要

で
あ

る
と
実
感
す
る
の
は
、
「
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
大
学
史
史
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
か
?
」
「大
学
史
史
料
と
し
て
、
ど

こ
で
恒
常
的
に
保
存
し
た
ほ
う
が
よ
い
も
の
か
?
」
と
、
選
択
判
断
を
迫
ら
れ
る
瞬
間
で
あ
る
。
大
学
史
家
の
寺
暗
昌
男
は
、
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(10
)

学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
収
集
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
例
示
し
て
い
る
。
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(
こ

(
二

)

(
三

)

(
四
)

(
五

)

(
六
)

(
七
)

(
八
)

(九

)

(十

)

大
学
運
営

の
歴
史
を
示
す
公
的
文
書
、
簿
冊
、
事
務
記
録
、
そ
の
他
の
文
書

大
学
内
諸
機
関
の
議
事
録
、
意
見
書
、
答
申
、
報
告
書
等

大
学
の
刊
行
す
る
年
報
、
要
覧
、
雑
誌
、
新
聞
、
広
報
紙
誌
等

大
学
卒
業
生
の
卒
業
証
書
、
ア
ル
バ
ム
、
講
義
ノ
ー
ト
、
伝
記
、
書
簡
等
々

(と
く
に
当
該
大
学
に
関
係
あ
る
も
の
)

学
長
、
学
部
長
、
教
授
、
職
員
等
の
私
蔵
す
る
文
書
類
の
う
ち
、
と
く
に
大
学
に
関
係
す
る
も
の

大
学
設
立
者
、
寄
附
者
、
卒
業
生
な
ど
関
係
者

の
文
書

大
学

の
歴
史
を
示
す
記
章
、
門
標
、
記
念
品
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
旗
、
制
服
、
制
帽
、
印
璽
等

々
の
物
品

大
学
に
関
す
る
写
真
、
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
フ
ィ
ル
ム
等

大
学
史
に
関
す
る
諸
刊
行
文
献

学
問
史
的
な
意
味
を
も
っ
実
験
器
具
、
研
究
室
製
作
品
、
報
告
書
等

 
こ
れ
ら
の
史
料

(大
学
史
史
料
)
は
、

一
般
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
現
場
の
筆
者
の
見
解
を
率

直
に
述
べ
て
み
た

い
。

(
一
)
と

(
二
)
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
公
文
書
で
あ
り
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
核

(基
本
)
と

い
え
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
(五
)
に
つ
い
て
は
、
私
文
書
と
し
て
ど
こ
ま
で
の
教
員
や
職
員
を
範
疇
と
想
定
す
る
か
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
全
教
職
員
を
対
象
と
す
る
な
ら
ば
、
ひ
と
つ
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
受
け
入
れ
る
史
料
と
し
て
は
、
彪
大
に
広
が
り
非
現

実
的

で
あ
ろ
う
。
(四
)
と

(六
)
に
つ
い
て
も
、
受
け
入
れ
史
料
と
し
て
の
収
集
範
囲
の
限
定
が
絶
対
に
必
要
と
思
わ
れ
る
。

全
卒
業
生
を
対
象
と
す
る
の
は
、
(五
)
の
場
合
と
同
様
に
、

一
機
関

一
施
設
と
し
て
は
非
現
実
的
で
は
な
い
か
。
(七
)
(八
)

(十
)
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
大
学
史
史
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
あ
く
ま
で
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
独
占
し
て
収
集

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
各
大
学
各
施
設
の
実
状
に
よ

っ
て
可
能
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
れ
ば
よ
い
も
の
と
考
え
る
。
同
窓
会
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(卒
業
生
室
)、
大
学
広
報
施
設
、
図
書
館
、
博
物
館
、
研
究
室
な
ど
、
他
の
大
学
関
係
施
設
に
こ
れ
ら
の
大
学
史
史
料
が
相
応
に

保
存
さ
れ
る
と

い
う

の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
。
(三
)
と

(九
)
は
、
た
と
え
ば
大
学
史
編
纂
の
際
な
ど
に
き
わ
め
て
重
要
な

史
料
と
な
る
が
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
そ
れ
ら
す
べ
て
を
継
続
し
て
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
無
理
に
は
考
え
な
い
。
図

書
館

や
大
学
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
連
施
設
で
恒
常
的
に
保
存
で
き
る
体
制
な
ら
ば
、
そ
れ
に
依
存
す
る
こ
と
も
得
策
で
あ
ろ

う
。
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
受
け
入
れ
る
史
料
は
、
速
や
か
に
整
理

・
目
録
化
し
て
基
本
的
に
公
開
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
ア
ー

キ
ヴ

ィ
ス
ト
も
、
私
蔵
11
死
蔵
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
責
任
を
も

っ
て
、
そ
れ
ら
史
料
に
つ
い
て
熟
知
し
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
大
学
史
史
料
な
ら
ば
、
な
ん
で
も
す
べ
て
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

で

一
手
に
受
け
入
れ
さ
え
す
れ
ば
有
効
と
は
限
ら
な

い
わ
け
で
あ
る
。
現
状
の
東
京
大
学
に
お
い
て
は
、
大
学
史
史
料
室
と
総
合
図
書
館
と
広
報
セ
ン
タ
ー
と
の
問
で
、
主
な
所
蔵
資

料
の
所
在
状
況
な
ど
に
関
し
て
実
験
的
に
W

e
b
上
で
相
互
に
リ
ン
ク
を
は
り
、
少
し
ず
つ
な
が
ら
文
献
検
索
の
便
宜
を
は
か

っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
大
学
発
行
の
刊
行
物
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
比
較
的
新
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
広
報
セ
ン
タ
ー
に
、
歴

史
的

に
古

い

『大
学

一
覧
』
(大
学
概
要
)
な
ど
は
図
書
館
や
史
料
室
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
応
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
把
握
可

能
で
あ
る
。

三
 

東
京
大
学
史
史
料
室

の
活
動
指
針
 
 
史
料
の
公
開
と
活
用
へ
の
取
り
組
み

 
東
京
大
学
史
史
料
室
は
、

一
九
八
七
年
四
月
、
『東
京
大
学
百
年
史
』
の
刊
行
終
了
を
受
け
て
、
大
学
史
編
纂
で
収
集
さ
れ
た

大
学
史
史
料
の
恒
常
的
な
整
理

・
保
存
を
目
的
と
し
て
、
百
年
史
編
集
室
を
改
組
し
事
務
局
機
構
上
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

立
地
上
は
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
大
講
堂

(安
田
講
堂
)
の
五
階
に
あ
る
。
大
講
堂
は
、
時
計
台

(大
学
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の
顔
)
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
近
年
は
老
朽
化
の
進
行
は
げ
し
く
、
構
造
上
漏
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
専
有
面
積
は
三
七
〇

㎡
余

り
で
、
所
蔵
史
料
は
大
学
本
部

(総
務
)
作
成

の
公
文
書
を
中
心
に
、
歴
代
総
長
ら
の
私
文
書
な
ど
を
加
え
て
計

一
万
点
以

上
あ
り
、
も
は
や
所
蔵
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
と
り
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

 
東
京
大
学
史
料

の
保
存
に
関
す
る
委
員
会

(全
学
組
織
)
の
も
と
、
総
長
が
委
嘱
す
る
委
員
長
が
史
料
室
の
室
長
を
兼
職
す
る
。

室
長

の
指
揮
に
し
た
が
っ
て
、
専
任
教
員

(筆
者
)

一
名
と
事
務
補
佐
員

(非
常
勤
)

一
名
、
教
務
補
佐
員
三
名

(週
二
日
勤
務
)

が
、
室
員
と
し
て
史
料
室
の
業
務
に
あ
た
る
。
史
料
室

の
予
算
庶
務
は
、
大
学
本
部
広
報
課
が
管
轄
し
て
い
る
。
国
立
大
学
法
人

化
後

の
全
学
状
況
と
か
ら
み
、
大
学
史
史
料
室

の
安
定
的
な
位
置
づ
け
を
戦
略
的
に
い
か
に
す
べ
き
か
、
日
々
筆
者
の
苦
悩
す
る

課
題

で
あ
る
。
現
状

の
史
料
室
と
し
て
、
業
務
を
果
た
す
に
足
る
だ
け
の
施
設

(ス
ペ
ー
ス
)
、
予
算
、
人
員
を
な
ん
と
か
確
保

し
た

い
!

と
格
闘
し
て
い
る
。
前
任
の
室
員
を

つ
と
め
た
中
野
も
、
「大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
組
織
、
機
構
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(11
)

今
後
は
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。」
と
吐
露
し
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢

(企
画

・
構
想
)
を
模
索
検
討
し
て

い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
現
状

の
史
料
室
を
拡
充
し
て
、
大
学
史
の
調
査
研
究
の
支
援
拠
点
と
な
る

「東
京

大
学
史
史
料
セ
ン
タ
ー
」

(仮
称
)
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
構
想
も
存
在
し
た
。
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
総
合
研
究
博
物
館

の

一
組
織
と
し
て
、
室
員
ス
タ
ッ
フ
の
増
員

(専
任
教
員
二
名
、
教
務
補
佐
員
四
名
)
を
目
指
す
提
案
も
な
さ
れ
た
経
緯
が
あ

っ
た
。

大
学

ア
ー
ヵ
イ
ブ
ズ
を
考
え
て
い
く
う
え
で
と
く
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
組
織
や
施
設
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
面
の
み

を
強
調
し
て
し
ま
う
と
、
現
実
の
前

に
対
峙
す
る
障
害
に
す
べ
て
を
責
任
転
嫁
し
、
自
ら
の
活
動
自
体
が
埋
没
し
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
ド
ラ
マ
な
ど
の
設
定
で
、
派
閥
争

い
に
敗
れ
た
失
意
の
社
員
が
必
ず
左
遷
さ
れ
る
場
所
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
、
残
念
な
が
ら
地
下
室
な
ど
に
あ
る
社
史
編
纂
室
や
資
料
室
で
あ
る
。
現
状
の
環
境
よ
り
も
、
ゆ
と
り
あ
る
所
蔵

ス
ペ
ー
ス
や
充
実
し
た
人
員
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
な
ど
は
、
た
し
か
に
理
想
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
像
で
あ
ろ
う
。
理
想

(
ユ
ー
ト
ピ

ア
)
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へ
の
あ
く
な
き
追
求
は
前
向
き
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
ハ
ー
ド
面
に
ま
し
て
、
そ
の
内
実
、
日
々

の
活
動

(業
務
)
こ
そ
が
着
実
に
現
場

の
で
き
る
こ
と
と
し
て
問
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
東
京
大
学
史
史
料
室
は
、
総
務
省
が
指
定
す
る
日
本
の

「歴
史
的

・
文
化
的

・
学
術
研
究
用
資
料
の
保
管
施
設
」
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
学
内
外
の
関
係
者
に
限
ら
ず
、
広
く
「
一

般
の
利
用
」
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
な
が
ら
も
、
史
料
室

の
利
用
者
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
閲
覧
利
用
の
制
限
を
行
う
こ
と
と
明
確
に
規
定

し
て
い
る

(東
京
大
学
史
史
料
室
利
用
規
則
第
四
条
)
。

 
 

(
一
) 

一
定
の
期
間
公
に
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
し
て
寄
贈
ま
た
は
寄
託
を
受
け
て
い
る
場
合

 
 

(二
) 
当
該
資
料
に
、
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
ま
た
は
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

 
 
 
 
が
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

 
 
 
 
れ
る
場
合

 
 

(三
) 

当
該
資
料
に
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
ま
た
は
当
該
個
人
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な

 
 
 
 
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

 
 

(四
) 
資
料
の
原
本
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
原
本
の
破
損
若
し
く
は
そ
の
汚
損
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

 
 

(五
) 
そ
の
他
室
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合

 
総
務
省
の
指
定
施
設
に
つ
い
て
は
、
「情
報
公
開
法
」
や

「個
人
情
報
保
護
法
」
上
か
ら
の
直
接
的
な
制
約
は
受
け
な

い
こ
と

が
組
織
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
え
て
国
の
法
規
則
な
ど
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
に
自
ら
を
規
制
す
る
、
自
主
規
制
の
考
え

か
た
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
根
底
に
は
あ
る
。
た
だ
し
、
理
念
と
現
実
の
葛
藤
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
場
で
は
し
ば
し
ば
生
じ
る
。

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
二
月
四
日
の

『日
本
経
済
新
聞
』

(朝
刊
)
の
文
化
欄
で
は
、
次

の
よ
う
な
問
題
状
況
が
報
告
さ
れ
て
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い
る
。
「個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
四
月
で
ま
る

一
年
、
個
人
の
氏
名
や
生
年
月
日
な
ど
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
を
第

三
者

か
ら
保
護
す
る
と
い
う
法
律
が
運
用
さ
れ
て
、
過
去
の
歴
史
的
文
書
の
公
開
請
求
を
門
前
払
い
す
る
自
治
体
が
増
え
、
歴
史

研
究
、
特
に
近
現
代
史
の
研
究
者
に
懸
念
が
広
が

っ
て
い
る
」
と
し
、
故
人
に
関
す
る
史
料
ま
で
未
開
示
扱
い
に
す
る
な
ど
、
過

敏
な
自
治
体
の
背
景
に
は

「個
人
情
報
を
盾
に
、
要
ら
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
、
情
報
を
開
示
し
な
い
で
済
ま
せ
た
い
と

い
う
行
政

サ
イ
ド
の
意
識
も
垣
間
見
え
る
」
と
記
事
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
無
用
な
疑
心
暗
鬼
が
こ
れ
以
上
利
用
者
の
問
で
横
行
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
非
公
開
史
料
と
判
断
す
る
理
由
や
そ
の
問
題
点
な
ど
、
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
利
用
者

に
対

し
て
も
、
率
直
に
説
明
す
る
よ
う
に
つ
と
め
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
史
料

の
公
開
と
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
あ
る

一
定
の
基
準

(
ル
ー
ル
)
に
準
拠
し
て
、
所
蔵
史
料
を

一
般
に
向
け
開
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
開
の
基
準
に
つ
い
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
相

応
の
説
明
責
任
を
有
し
て
い
る
。

 
直
接
、
史
料
室
に
来
室
し
て
所
蔵
史
料
を
利
用
す
る
も
の
は
、
年
で
百
名
程
度
で
あ
ろ
う
。
毎
週
火

・
水
曜
日
の
二
日
間
を
、

基
本
的
に
閲
覧
日
と
し
て
い
る

(臨
時
の
閉
室
も
あ
る
)
。
利
用
者
に
対
し
て
は
、
で
き
る
限
り
事
前
に
調
査
し
た
い
内
容
や
、

閲
覧

日
時
、
閲
覧
し
た
い
史
料
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
し
て
も
ら
う
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。
事
前

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
必
要
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
簡
潔
に
行

っ
て
い
る
。
史
料
室
に
は
所
蔵
し
て
い
な
い
史
料
も
よ
く
あ
る
の
で
、
他
機
関
の
参
考
情
報
な
ど
を
必
要

に
応

じ
て
示
唆
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 
史
料
室
の
閲
覧
室
に
は
、
「利
用
規
則
」

フ
ァ
イ
ル
と

「所
蔵
史
料
目
録
」
を
常
備
し
て
い
る
。
利
用
者
に
は
、
必
ず
史
料
室

利
用
規
則
の
遵
守
を
も
と
め
て
い
る
。
所
蔵
史
料
は
基
本
的
に
閉
架
式

の
た
め
、
利
用
者
自
身
で

「閲
覧
票
」
に
、
請
求
史
料
等

の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
う
。
閉
架
式
で
な
い

『大
学

一
覧
』
な
ど
は
閲
覧
室
に
置
い
て
あ
る
の
で
、
自
由
に
閲
覧
可
能
で

あ
る
。
史
料
の
複
製

(
コ
ピ
ー
)
に
関
し
て
は
、
電
子

コ
ピ
ー
が
基
本
的
に
で
き
な
い
。
利
用
者

の
ほ
う
で
、
写
真
機
あ
る
い
は
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デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
も
ら
う
か
、
ま
た
は
専
門
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
業
者
に
委
託
し
て
も
ら
う
か
の
方
法
に
よ
っ
て
、

史
料

の
複
製
を
認
め
て
い
る
。
す
で
に
マ
イ
ク
ロ
化
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
、
室
内

の
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ダ
ー
で
閲
覧

・
複
写
可
能

で
あ
る
。
複
製
の
申
請
を
す
る
際
は
、
「
閲
覧
票
」
と
は
別
に
、
あ
ら
た
め
て

「文
献
撮
影
等
申
込
書
」
に
利
用
目
的
等
を
記
入

し
て
も
ら
う
。
閲
覧
史
料
は
基
本
的
に
複
写
可
で
あ
る
。
申
請
目
的
以
外
に
不
当
に
利
用
し
な
い
こ
と
、
適
宜
の
方
法
に
よ

っ
て

「東
京
大
学
史
史
料
室
所
蔵
」
を
明
記
す
る
こ
と
、
ま
た
適
宜

の
方
法
に
よ

っ
て
引
用
等
し
て
出
版
さ
れ
た
刊
行
物
を
寄
贈
す
る

こ
と

(抜
き
刷
り
可
)
が
、
複
製
許
可
の
条
件
で
あ
る
。

 
電
話

・
フ
ァ
ッ
ク
ス

・
手
紙
な
ど
に
よ
る
照
会
は
、
年
二
百
件
程
度
で
あ
ろ
う
。
本
学
の
事
項
に
と
ど
ま
ら
な

い
大
学
史
、
教

育
史
全
般
に
及
ぶ
内
容
で
あ
る
。
本
来
、
東
京
大
学
や
前
身
諸
学
校
、
ま
た
は
出
身
者
な
ど
に
関
す
る
照
会
だ
け
を
対
応
す
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
が
、
大
学
史

・
教
育
史
の
普
及
、
啓
蒙
と

い
う
点
を
少
な
か
ら
ず
考
慮
す
る
と
、
筆
者
を
含
め

室
員

の
力
量
内
で
、
で
き
る
だ
け
参
考
情
報
は
発
信

・
提
供
し
て
い
き
た
い
と
も

っ
か
考
え
て
い
る
。
主
な
照
会
内
容
は
、
「事

項

・
人
物

・
史
料
」
で
あ
る
。
「赤
門
は
、
ど
う
し
て
朱
色
な
の
か
?
」
「三
四
郎
池
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
な
ぜ
か
?
」
と
い
っ
た

本
学
大
学
史
に
関
す
る
事
項
、
本
学
の
教
職
員

・
卒
業
生
な
ど
に
つ
い
て
の
も

の
が
多
く
、
大
学
史
史
料
そ
の
も
の
に
関
し
て
は

比
較
的
数
少
な
い
。
照
会
に
対
し
て
は
、
照
会
内
容
も
配
慮
し
て

一
問

一
答
式

の
よ
う
に
安
易
に
回
答
す
る
の
で
は
な
く
、
利
用

者
自
身
が
実
際
に
調
査

・
確
認
で
き
る
よ
う

に
、
「
こ
う

い
っ
た
史
料
が
、
ど
こ
そ
こ
に
あ
る
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
が

け
て
い
る
。
『東
京
大
学
百
年
史
』
や

『東
京
大
学

一
覧
』
は
、
そ
の
際
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、
手
引
き
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
個

人
情
報
に
該
当
す
る

「在
職

・
学
歴
照
会
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
刊
行
物

(図
書
館
所
蔵
)

の
紹
介
を
行
う
か
、
ま
た
は
関
係
部
局

へ
直
接
照
会
を
お
願
い
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
近
年
積
極
的
な
大
学
史
史
料
の
活
用
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
も
大
学
史
史
料
室
は
挑
戦
し
て
い
る
。
セ
ク
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東京大学史史料室

利用案内

栗京 大学 史史料 室で は,「 東 京 入字 史史 料室利 用規則:に 基つ き、 所蔵資料及び 図書 等

の閲覧を竹なうことが出来ます.次べ一ジからの利用規則をこ参照の上、当室をご利用

くた さい 、

閲覧時間
930-1200.1300…1B3C

資料を探す
閲覧室書架 に あ る参 考図書を除き 、資料は 閉架式に な って おり ます 、目 録か ら

希望資料 を深 し、 閲覧 表 に題目 ほか 必要事 項 を ご記入 くだ さい 。

マイクoauの 利用
一部 の資料 に つい て、 マイ クロ フ ィルムて ご覧に なれ ま す、紙 焼 き出 力も可能

です

圃 出
墨 車附1こ汀 なヲ てお りま ゼん.

榎 写
電 子榎写 は 行ぼ って おり まhh aeか 目 写に 隈り ます、

資 料に よ ⊃ては 、マイ クon写 作成 を専 門菓青 にaEす るこ と も可能 ア σのて 、

ご希望の 際 には こ咽 験く たさ い

な お、糧 写 を行 なう 境自 にis、 所走 の甲 講手硫 きが 必要 で す tTY9至 只献 郷彰

等 申 し畠わt2砦 ご覧 下さ い

「利 用規則 」ファイルの扉

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
こ
え
て
、
学
内
の
関
係
施
設

・
機
関

に
対
し
て
、
大
学
史
史
料
の
展
示
活
動
を
本
学
と
し
て

行
う
よ
う
に
働
き
か
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
支
援

尽
力
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
総
合
研
究
博
物
館
と
共

催
で
行

っ
た

「東
大
総
長
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
ー
渡
辺
洪
基

か
ら
内
田
祥
三
ま
で
ー
」

(二
〇
〇
四
年
)
を
は
じ
め

と
し
て
、
駒
場
博
物
館
主
催
の

「第

三
高
等
学
校
創
立

三
二
〇
周
年
記
念

・
駒
場
の
歴
史
展
」
(二
〇
〇
四
年
)

や
本
部
事
務
局

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示

(二
〇
〇
六

年
)
な
ど
に
対
し
て
、
史
料
室
所
蔵
史
料
の
出
品
や
情

報
提
供
な
ど
に
つ
と
め
て
い
る
。
現
状
で
は
、
学
内
に
向
け
た
試
み
と
い
え
る
が
、
そ
の
条
件
や
体
制
が
し
だ

い
に
整

っ
て
い
け

ば
、
将
来
的
に
は
趣
旨
に
賛
同
す
る
学
外
の
関
係
施
設

・
機
関
と
も
協
力
し
た
展
示
活
動
は
可
能
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え

ば
、
筆
者
も
所
属
す
る
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
が
も

つ
か
企
画
検
討
を
進
め
て
い
る
展
示
活
動
に
対
し
て
も
、
大

い
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
の
展
示
活
動
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
方
策
も
よ
り
有
効
視
さ
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。
史
料
室
開
設

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
介
し
て
、
特
定
の
時
期
や
人
物
を
テ
ー

マ
に
設
け
、
貴
重
な
本
学
所
蔵
史
料
な

ど
を
紹
介
す
る

「東
京
大
学
史
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

」
(仮
称
)
の
企
画

・
構
想
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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注(1
) 

中
野
実

「
新
制
大
学
史
編
纂

の
課
題
i

『
東
京
大
学
百
年
史
』

(通
史

三
)

の
編
纂
を
中
心
に
し

て
ー
」

『大
学

史
編
纂

と
大
学

ア
ー
カ

 

 
イ
ヴ
ズ
』

二
〇
〇
三
年
、

四
九
頁

、
所
収
。

(2
) 
中
野

「同
上
」
四
九
頁
。

(3
) 

中
野

「編
集
室

の
三

つ
の
委
員
会

に

つ
い
て
」
『
大
学
史
編
纂
と
大
学
ア
ー
カ
イ

ヴ
ズ
』

一
二
頁
。

(4
) 

中
野

「
東
京
大
学
百
年
史

の
編
纂
過
程
と
そ

の
問
題
点
」

『
大
学
史
編
纂
と
大
学

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
』

一
八
頁
。

(5
) 

中
野

「同
上
」

二
三

～
二
五
頁
。

(6
) 
中
野

「
編
集
室

の
三

つ
の
委
員
会

に

つ
い
て
」
 
】
五
頁
。

(7
)

寺
嶋
昌
男

・
別
府
昭
郎

・
中
野
実
編

『大
学
史

を

つ
く
る
1

沿
革
史
編
纂
必
携
-
』

一
九
九
九
年
、

は
し

が
き

二
頁
。

(8
) 

谷
本
宗

生

「
本
学
関
係
史
料

の
紹
介

"
大
学
改
革

準
備
調
査
会
第

一
次
報
告
書

」

『東
京
大

学
史

紀
要
』
第

二
四
号

、
二
〇
〇
六
年
、

 

 
二

一
～
二
五
頁
、
瀬
川
大

「東
京
大

学
改
革
に
お
け
る
他
大
学
改
革
資
料
-

東
北
大
学

・
広
島
大

学
所
蔵
資
料
調
査
報
告
i
」

『
同
上
』

 

 
二
六

～
三
六
頁
。

(9
) 

東
京
大
学
史
史
料
研
究
会
編

『史
料
叢
書
東
京
大
学
史
 
東
京
大
学
年
報
』

六
巻

(
一
九
九

三
～

一
九
九

四
年
)
。

(10
) 

寺
暗
昌
男

「大
学

ア
ー

カ
イ
ヴ
ズ

(師「。
三
く。
ω
)
と
は
な

に
か
」

『大
学
史
を

つ
く
る
1

沿
革
史
編
纂
必
携
1
』

二
〇
三
頁
。

(
11
) 

中

野
実

「百
年
史
編
集
室

か
ら
大
学
史
史
料
室

へ
1
改
組

の
経
緯
と
現
況
を
中
心

に
し

て
ー

」
『
大
学
史
編
纂
と
大
学

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
』

 

 

「
五
八
頁
。
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